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力込め、一針ζと丁寧に

伝統を守る ⑬

畳屋

・池田政和さん(51歳・下室賀)

〈再生紙を使用しています〉

和室といえば幻:とくるぐら~¥ ，日

本人の生活と立とは施:綾な関係があ

るといえます 位は、わらを糸でさ

しtpJめたF尿」に、いぐさで編んだ表

(たたみ表)をつけた悦き物です。

:liJ:近では、化学位 (fヒザ:Jぷともいわ

れ、床がわらの r~わリに、わらの厚

さぐらいの厚紙でできており、悩註)

などが増えているようです。

現在、上小地Hには約45粁の長業

者カ:ありますか、 i也聞きんもその一

人です。 3代目になる池田さんは、

この道351.1=-0 機械縫いの畳がほとん

どの必.t(1:でも、T-地いの作業もしま

す。「修業11与代は、ひ じをす 1)むきな

がら給って党えたもんですJ と。r.. 
作業で雌しいのはr*むの部分。ひし

を当てて縫う作業で 「あれは相当に

力がいる(上下。慣れないと針が上が

らないんですよ」と池田さん。

日::~Î'æ人も他の職人と同線、 後継者・

問j越などもあり数は減る一方。手作

業をやる人すら少ないそうです 池

田さんは 「子で縫った置を家に入れ

るとき、ひったり納まうたときはい

い気分ですねJ と、そっと畳職人の

「やりが ~\ J を諸っ てくれました。



くりに対応
3月定例市議会が、3月2日から始ま

りました。 市議会は3月19日まで18日間

の会期で聞かれます。今回は平成4年度

一般会計補正予算、 同5年度一般会計予

算など36議案が提案 ・審議されています。

初日の市長施政方針の中から、平成5年

度を迎えるにあたって、主な施策につい

て紹介します。予算案313億円~

句置躍量吾輩t~J;直三霊蓮~

市 税

161億2.421万円

地方 父 付税

30億5.000万円

市 憤

30億4.710万円

国億康l支 出金
21sa1.日間万円

そ の {也

69億6.310万円

土 木 演

65億8.826万円

民 2主 資

61億3.086万円

教 育 資

37億3.576万円

総 務 費

36億 441万円

公 債 費

30憾3.138万円

衛23俄8.生606万円費

そ の 他

581:意2.649万円

313億321万2千円

入歳出歳

外
環
状
道
路
も

一
体
的
に
整
備

-
上
信
越
自
動
車
道

一
一
月
に
は
神
科
地
区
で
一
連

の
交
渉
が
合
意
さ
れ
、
契
約
調

印
の
運
び
に
。
今
後
、
沿
線
存

地
で
具
体
的
な
建
設
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

-
北
陸
新
幹
線

市
内
全
地
区
で
設
計
協
議
が

終
了
し
、
用
地
交
渉
も
、
特
差

協
議
(
買
収
の
対
象
区
域
で
、

標
準
と
な
る
用
地
を
選
び
、
他

の
用
地
と
比
較
し
て
土
地
の
格

差
を
つ
け
る
こ
と
}
や
単
価
交

渉
が
市
内
全
域
の
六
十
三

rで

合
意
に
。
今
後
、
市
内
全
壊
で

工
事
が
着
手
さ
れ
ま
す
。

-
道
路
網
整
備

マ
上
信
越
道
の
ア
ク
セ
ス
と
な

る
国
道
一
四
四
号
線
の
改
良
は
、

現
在
用
地
取
得
中
で
す
。
ま
た

一
四
四
号
線
回
遊
道
路
と
し
て

の
長
島
五
号
線
は
、
四
年
度
中

に
完
了
の
予
定
で
す
。

マ
外
環
状
線
道
路
で
、
国
道
一

閉
三
号
総
バ

イ
パ
ス
部
分

(士口

回
地
区
)
で
用
地
買
収
の
交
渉

に
人
っ
て
い
ま
す

(図
'1
)

マ
主
要
地
方
道
上
田
丸
子
線
バ

イ
パ
ス
部
分
は
、
下
之
郷
地
区

に
続
き
下
本
郷
地
区
で
も

一
部

用
地
買
収
に
入
っ
て
い
ま
す
。

マ
新
特
級
附
述
恨
業
の
通
称
「
下

堀
バ
イ
パ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
地

元
自
治
会

・
対
策
委
以
会
と
の

合
怠
が
な
さ
れ
、
朋
地
買
収
を

進
め
て
い
ま
す
。

-
上
田
駅
舎
の
建
設

新
幹
線
に
つ

い
て
は
、

新幹線千曲川第2橋りょうの工事

高
架

[2] 

「先
買
い
制
度
」
が

設
げ
ら
れ
て
い
ま
す

公
共
施
設
(
道
路
、
公
園
な
ど
)

の
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
「
公
有

地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
っ
て
「
土
地
の
先
買
い
制
度
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

制
度
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
施
設
の
区

域
内
な
ど
に
あ
る
一
定
面
積
以
上
の

土
地
を
第
三
者
へ
譲
渡
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け

出
を
す
る
こ
と
。

②
都
市
計
画
区
域
内
な
ど
に
あ
る
一

定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て
、
地

方
公
共
団
体
な
ど
に
よ
る
買
い
取
り

を
希
望
す
る
場
合
は
、
都
道
府
県
知

事
に
由
・
し
出
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
届
け
出
、
申
し
出
を
受

け
て
県
、
市
町
村
、
土
地
開
発
公
社

な
ど
が
土
地
の
所
有
者
と
協
議
し
、

協
議
が
成
立
す
れ
ば
、
土
地
を
買
い

取
る
も
の
で
す
。
(
左
表
)

こ
の
場
合
、
土
地
所
有
者
の
捜
波

取
得
に
対
し
て
、
千
五
百
万
円
の
特

別
控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
県
の
規
制
に
よ
り
、
前

記
の
届
け
出
、
申
し
出
の
面
積
が
従

来
の
二
百
平
方
じ
か
ら
百
平
方
幻
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
平
成
五
年
三
月

一

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

広報うえだ5.3.16 



拠点都市づ

~一般会計

モ
デ
ル
自
治
会

幼
に
大
幅
拡
大

下
を
利
用
し
た
地
平
駅
と

い
う
北
自
由
通
路
を
最
大
限
に
活
用

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
橋
上
駅
で
、
新
幹
線
、
を

す
。
在
来
線
に
つ
い
て
は
、

南

来

線
、
別
所
線
を
一
体
的
に
結

昨年11月に完成した下塩尻ポンプ場

-
上
水
道

今
年
で
給
水
開
始
七
十
周
年
。

五
年
度
か
ら
は
、
下
水
道
や
高

速
交
通
事
業
に
関
連
し
た
施
設

整
備
、
検
査
体
制
の
充
実
な
ど

に
重
点
を
お
い
て
い
き
ま
す
。

・
公
共
下
水
道

マ
上
回
処
理
区
で
は
、
区
域
の

拡
大
が
承
認
さ
れ
、
神
川
以
西

の
神
科
地
区
と
神
川
地
区
の

一

部
を
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
流

入
で
き
る
見
込
み
で
す
。

マ
南
部
処
理
区
は
、
昨
年
七
月
、

下
水
道
処
理
場
建
設
が
下
之
条

自
治
会
で
，

m認
さ
れ
、
五
年
度

早
い
時
期
に
事
業
の
早
則
培
手

と
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

刊-
h
 

a
 

え

マ
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

の
別
所
温
泉
処
理
区
は
、
五
年

度
か
ら
は
終
末
処
理
場
の
建
設

に
入
り
ま
す
。

マ
昨
年
十
一
月
に
完
成
し
た
下

塩
尻
ポ
ン
プ
場
の
処
理
区
域
で

あ
る
下
塩
尻
地
区
な
ど
を
重
点

に
、
踏
入
、
新
田
、
蛇
沢
地
区
な

ど
の
管
渠
工
事
を
進
め
ま
す
。

・
農
業
集
落
排
水
事
業

マ
玩
年
度
は
岡
地
区
の
供
用
開

始
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
下
小

山
と
小
井
岡
地
区
は
処
理
場
建

設
に
抗
手
し
ま
す
。

マ
五
年
度
新
既
採
択
要
望
地
区

に
古
安
守
地
区
を
、
農
業
集
活

排
水
緊
急
ギ
業
で
は
保
野
、
悔
舛

ぷ
計
画
で
す
。

・
再
開
発
事
業
な
ど

マ
駅
北
口
の
天
神
一
丁
目
に

つ

い
て
は
、
移
転
の
方
向
に
あ
る

公
共
職
業
安
定
所
の
跡
地
の
計

画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

マ
駅
南
側
で
は
、
上
田
駅
南
駅

前
線
延
長
五
十
灯
の
二
路
線
が

用
地
買
収
に
入
っ
て
い
ま
す
。

マ
柿
ノ
木
地
区
土
地
区
間
務
理

事
業

(秋
和
卸
団
地
問
)
は、

組
合
設
立
認
可
を
糾
た
後
、
秋

に
は

一
部
工
山
中
に
若
手
す
る
予

定
で
す
。

団
地
区
を
計
画
し
ま
し
た
。

・
公
園
整
備

御
所
公
園
の
工
事
が
完
成
し
、

四
月
に
開
固
と
な
り
ま
す
。

-
都
市
景
観
形
成

建
築
物
、
工
作
物
な
ど
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
示
し
た
「
上

国
市
都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
作
成
。
ま
た
「
上

田
市
都
市
長
観
賞
」
も
創
設
。

・
ご
み
の
減
量
・

再
資
源
化

マ
五
年
度
は
モ
デ
ル
白
治
会
を

八
十
白
治
会
に
拡
大
し
ま
す
。

マ
最
終
処
分
場
は
、
下
電
灯
地

区
で
公
害
防
止
に
闘
す
る
協
定

が
結
ば
れ
、
早
い
時
期
で
の
工

事
若
手
に
努
力
し
ま
す
。

し
た
。
上
田
市
で
は
全
域
が
都
市
計

画
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売

買
等
の
届
け
出
を
す
る
場
合
は
、
新

た
な
届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
(
内
線
1

2
2
1
)
 

履け出・申し出の対象面積

区分 対象となる土地

都市計濁決定された施
届 段等の区域内の 100平

方メートル以上の土地、

(t 市街化区島車内の2，000
平方メートル以上の土
地、その他の都市計画

出 区域内の5，000平方メ

ートル以上の土地

申し- 都市計画区犠内等の100

出 平方メートル以上の土地

市
の
施
設
申
請
な
ど

押
印
を

一
部
廃
止
に

「
ハ
ン
コ
を
忘
れ
た
た
め
、
書
類

を
受
理
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
|。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出

さ
れ
る
申
請
書
類
等
(
申
請
書
、
願

書
、
届
書
:
・)
に
つ
い
て
、
そ
の
場

で
署
名
な
ど
し
て
申
請
が
で
き
る
よ

う
検
討
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

四
月
一
日
関
か
ら
施

設
の
窓
口
な
ど
で
提
出
さ
れ
る
申
澗

件
な
ど
を
中
心
に
改
普
を
行
い
ま
す
。

今
回
改
善
さ
れ
る
主
な
申
請
件
な
ど

は
、
市
民
会
館
や
体
育
館
、
公
民
館

な
ど
の
各
種
地
設
利
用
申
消
性
、
保

有
固
め
入
国
申
請
占
な
ど
で
す
。
詳

し
い
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
で

]

ご
案
内
し
ま
す
。
蒔
し
〈
は
次
号
で
紹
品
川
)
悶 広種うえだ5.3.16



旧
室
賀
小
跡
地

福
植
の
拠
点
を

-
保
健
福
祉
計
画
の
策
定

近
く

h
H

川
船
訴
保
健
一
耐
祉
計
両

前
定
委
日
会
に
よ
る
川
小
川
両
主
が

ま
と
ま
る
予
定
な
の
て
、
取
れ
誌

な
も
の
か
ら
%
地
し
て
い
き
ま

す・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

へ
助
成

川
公
れ
山
小
中
校
跡
地
仁
社
会

制
祉
法
人
上
回
し
い
の
み
附
に

よ
る
特
別
長
必
老
人
ホ

l
ム
が

建
設
さ
れ
る
の
で
応
分
の
助
成

を
。
ま
た
、
市
で
は
デ
イ
サ

l

別
所
温
泉
に
湯

げ
む
り
散
策
道

-
県
営
上
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

脱

A
hハ
れ
が
迅
山
を
決
定
、

残
る
.
帆
州
に
つ
い
て
も
県
と
と

も
に
分
泌
に
努
刈
を
ま
た
、

川
町
立
刷
業
訓
鰍
制
則
大
学
位

L

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
内
に
往
設
か

ピ
ス
セ
ン
タ
ー
、
介
議
五
段
セ

ン
タ
ー

L
併
設
し
、
川
西
地
地

の
福
祉
の
拠
点
に

-
緊
急
通
報
装
置

現
丘
四
灯
台
が
綜
倒
、
五
年

度
は
さ
ら
に
こ
町
内
を
設
抗
。

.

「
さ
っ
き
の
園
」
を
移
転

川
い
け
川
齢
者
一
削
社
セ
ン
タ
ー
に

間
伐
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
さ
っ
き
の
附
t

を

休
附
と
な
っ
て
い
る
出
川
州
保

有
川
に
移
転
似
附
し
ま
す

-
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ド
の
作
成

単
独
で
外
出
か
判
明
な
ん
k
身

性
附
山
HUE
の
た
め
の
ガ
イ
ト
ヘ

ル
ハ

l
派
泣
事
業
や
聴
党
附
得

者
の
た
め
の

「
ふ
れ
あ
い
カ
|

ト
」
作
成
事
業
の
尖
施
。

-
女
性
行
動
計
画
の
推
進

決
定
し
ま
し
た

・
先
端
繊
維
科
学
技
術
教
育
機

関
の
誘
致

今
年
一
月
に
長
州
政
期
成
同
盟

会
か
設
立
今
後
県
な
ど
と
辿

叫
し
、
必
殺
に
向
け
て
対
応
を
り

.
中
小
企
業
の
経
営
を
支
媛

存
資
金
の
口
付
条
件
の
級
制

と
代
日
付
限
度
制
の
拡
大
を
附
り

ま
す
特
に
不
況
付
策
資
金
な

ど
に
つ
い
て
充
実
し
ま
す

-

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
事
業

こ
れ
ま
で
、
男
友
の
意
識
変

市
を
図
る
た
め
の
符
発
事
業
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
五
年

度
は
向
ら
積
極
的
に
行
動
す
る

体
制
づ
く
リ
を
目
指
す
考
え
て

す
n-

保
育
事
業

一
時
保
打
サ
ー
ビ
ス
を
東
部

保
行
川
に
加
え
、
出
削
北
保
育

問
て
し
実
施
延
長
保
行
は
ペ
ム

必
似
打
倒
四
ニ
制
て
析
た
に
定
地

し
ま
す
，
ま
た
、
神
外
地
官
一
¥

児
収
セ
L

タ
ー
を
也
投

-
医
療
問
題

医
療
問
題
研
究
委
日
会
の
悦

J
を
踏
ま
え
、
統
合
病
院
に
つ

い
て
関
係
方
而
へ
働
き
か
け
て

き
ま
し
た
悶
は
、

「東
信
病

院
の
現
地
改
築
が
常
識
的

κ

地

上
回
場
「
品
開
門
」

6
年
3
月
完
成

.
学
校
教
育

阿
出
川
・
別
所
統
合
小
学
校

の
早
期
挫
設
に
向
け
て
努
力

第
一
中
学
校
の
移
転
改
築
に
つ

い
て
も
早
期
往
訟
を

H
指
し
ま

す
。

川西地域の福祉の拠点に

-瓜へ
H

芯
へ
の
大
勢
が
で
き
れ
ば
、

続
人
け
梢
院
の
円
、
体
的
情
附
什
州

を
示
し
た
い
‘
と
の
な
向
を
内

々
に
ポ
し
て
い
ま
す
今
段
、

k
川
市

E
K・山
川
町
が
共
辿
の

テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
後
間
円
山町

J
U

今
日
め
た
枕
へ
H

問
削
を
協
議
す

る
た
め
、
問
、
川
町
の
仲
介
を
要

請
し
、
で
き
る
た
け
小
く
統
介

問
題
の
め
ど
を
・
4
て
る
べ
く
令
.

力
を
傾
け
て
い
き
ま
す
。

児
童
の
健
康
管
理
耐
で
は
、

尿
悼
問
先
を
年
二
回
実
施
す
る
と

と
も
に
小
学
校
一
年
生
に
新
た

に
心
泣
閃
験
上
旬
を
京
地
む

山
げ

γ
校
迎
R
U
制
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
趣
粁
の
徹
・
ぽ
と
社
会
教

行
施
設
、
枇
会
体
育
地
設
の
無

料
開
肱
を
実
地
し
ま
す
内

-
生
涯
学
習
の
推
進

昨
年
卜
月
生
雌
学
内
法
本
山
川

初
心
の
報
化
け
を
基
本
榊
川
応
策
定
委

員
会
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
の

[4] 《
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万『え-つ

「
ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
日
ιと

か

ら

宿

一
年
が
過
き
ょ
う
と
し
て
い
ま
す

五

ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
問
時
は
、
粉
じ

ん
に
よ
り
道
路
数
メ
ー
ト
ル
先
か
か

す
み
、
ま
た
道
路
の
両
側
は
粉
じ
ん

の
山
で
し
た
収
止
に
よ
内
て
、
そ

れ
も
無
く
な
り
、

「
も

A
E
U十
〈
ス

ハ
イ
ク
迫
肢
が
で
き
な
か
っ
た
も
の

か
」
と
残
念
に
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
，

今
年
は
、
雪
道
も
関
係
者
に
よ
り

早
め
に
塩
カ
ル
を
散
布
し
て
い
た
だ

き
、
安
心
'
ェ
、
通
勤
が
で
き
ま
す
。

公
害
の
な
い
明
る
い
毎
日
を
市
民
全

員
が
協
力
し
ム
ロ
い
、
住
み
良
い
街
に

し
た
い
と
願
い
ベ
ン
を
執
り
ま
し
た
。

戸
兵
和
人
さ
ん

(
灯
疏

・
下
郷
)

「
脱
ス
パ
イ
ク
」
か
ら

一
年

動
物
愛
護
に
も
カ
を

t
u
っ
と
市
一
大
な
問
題
が
山
制
み
し

て
い
る
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
動

物
愛
凌
特
に
飼
い
主
の
無
六
任
、

市
部
か
ら
生
ま
れ
る
品
川
て
犬

・
折
て

備
の
対
抗
1
に
カ
を
入
れ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す

v



今
年
五
月
に
は
「
塩
田
の
館
」

の
庭
園
が
完
成
。
ま
た
、

別
所

温
泉
を
石
畳
や
遊
歩
道
な
ど
に

よ
り
整
備
す
る

「湯
け
む
り
散

•• 市の動ぢ嗣マ

県営上回リサーチパーク

策
道
事
業
」
に
若
手
し
ま
す
。

・
水
国
営
農
活
性
化
対
策
の
推

進
地
域
の
自
主
性
を
尊
重
し
て

水
田
の
高
度
利
用
、
米
づ
く
り

と
転
作
と
を
適
切
に
組
み
合
わ

せ
た
生
産
性
の
高
い
水
田
営
農

の
確
立
と
経
営
の
育
成
を
。

-
地
熱
利
用

(
上
室
賀
)

良
作
物
等
の
試
験
栽
培
を
行

い
、
地
熱
利
用
に
よ
る
先
進
的

な
栽
培
技
術
等
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。

学
び
、
創
り
、
参
加
し
、
ふ
れ

あ
う
と
い
う
四
本
の
柱
に
よ
る

生
涯
学
習
振
興
施
策
を
打
ち
出

し
て
お
り
、
今
後
文
化
芸
術
団

体
、
大
学
、
企
業
等
市
民
の
代

表
者
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

2日 市民と市長の日

3日 別所温泉北向観音節分会 (生島足島神社

ほかも )

4日 女性問題講演会 (国際婦人教育振興会会

長 ・った槻恵子さん)=写真=

平成5年度新年度

予算市長査定 (5 

日、 8日、9日も)

10日 特別職報酬審

議会、市長に諮問

書渡す

13自 信州博15 0 

日前イベント (文

化会館)

15日 長野県市長会 (長野市)

16日 保育所運営委員会

17日 国保運営協議会

18日 上田市防災会議 都市計画地方審議会

(長野市)

中国 ・寧波市よ 1)4人が表敬

上団地域広域行政事務組合会議

農業委員会総会 (JA会館)

産業経済活性化シンポジウム (文化会館)

=写真= 上田市青少年問題協議会

19日

22日

23日

24日

工事が始まった櫓門

ら
、
条
件
整
備

・
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

-
上
田
城
跡
公
園
の
整
備

本
丸
東
虎
口
櫓
門
復
元
工
事

は、

六
年
三
月
に
は
完
成
の
予

定
。
新
た
に
二
の
丸
北
虎
口
の

石
垣
復
元
な
ど
の
整
備
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

-
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回

隣
接
地
に
近
く
完
成
す
る
親

水
公
固
と
あ
わ
せ
、
健
康
づ
く

り
や
交
流
が
深
め
ら
れ
る
場
と

し
て
機
能
し
て
い
く
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

犬
猫
の
虐
待
や
遣
業
に
罰
則
を
設

け
た
動
物
愛
護
法

l
。
そ
れ
を
遵
守

す
る
気
が
全
部
の
人
に
あ
れ
ば
、
今

ご
ろ
は
路
頭
に
迷
う
悲
惨
な
動
物
の

姿
も
、
飢
え
に
迫
ら
れ
て
の
家
禽
や

生
ご
み
へ
の
害
も
無
く
な
っ
て
い
る

は
ず
。
生
命
の
尊
重
と
動
物
た
ち
へ

の
慈
悲
を
望
み
ま
す
。

(
匿
名
)

ー
あ
忽
だ

・
わ
だ
し
の
声
」
へ
の
投
稿

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
=
一百
字
以
内
に

ま
と
め
て
、
〒
郷
市
内
大
手
一
|
二
|

二
八
上
田
市
役
所
秘
書
課
広
報
担
当

ま
で
ど
う
ぞ
。

広報うえだ5.3.16 

|市民と市長面白1

4月2日制

午前9時~正午

市長室
(市役所3階)

25日 上回市土地開発

公社総会

26日 上岡市公共下水

道積立組合連合会及

び永年勤続積立組合

長表彰 (勤労者福祉

センター)

3月1日 一 日消防長

委嘱 (アメリカのモ

ーリ一 ・マーハーさ

ん)

[5] 



お知らせア・弓・カルト

上
小
体
ど
な

計
画
作
り
め
ざ
し
て

ー一一一_.，‘

っ
た

-
拠
点
都
市
法
に
つ
い
て
の
経
過

平
成
4
年

マ

5
月
四
日
法
ガ
成
立

V
6月
5
日
間
法
公
務
マ

8
月
l

白

同
法
施
行
マ

8
月
日
目

上

田

地
獄
広
威
行
政
夢
務
総
合
臨
時
理
事
者

会
H
上
小
勉
威
と
し
て
凶
地
獄
指
定
を
受

け
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
H

マ
9
月
1
日
県
知
事
ヘ
陳
情
H

地
獄

指
定
の
際
情
を
よ
小
柏
崎
成
金
市
町
村
長

で
行
い
ま
し
疋
H

マ
叩
月
間
日
法

の
基
本
方
針
告
示
マ
川
月
旧
日

基

本
方
針
に
つ
い
て
燥
の
説
明
会
マ
叩

月
間
臼
調
書
に
よ
り
累
の
ヒ
戸
リ
ン

グ
H
佐
久

・
と
小

・
松
本

・
議
筋

・
飯

伊
の
ち
楠
地
獄
ガ
参
加
"
"
マ
け
月
9
日

同
地
獄
指
定
の
長
野
県
候
徳
地
問
捕
を
同
期

ガ
決
定
1
上
小
は
飯
伊
と
と
も
に
候
繍

抽
出
獄
と
な
り
ま
し
だ
H

マ
日
月
日
日

一
次
指
定
に
向
け
だ
@
の
ヒ
戸
リ
ン

グ
ガ
開
始
。
従
道
県
ガ
ヒ
一
〆
リ
ン
グ
を

受
け
る

マ
陀
月
間
臼

飯
伊
抽
地
獄
ほ

か
日
同
柏
崎
畿
の

一次
指
定
内
定

平
成
5
年

マ
2
月
5
白
川
絶
滅
ガ

国
と
の
正
式
協
織
を
終
え
る

V
2月

旧
日

長
野
県
は
飯
伊
同
地
援
を
地
方
拠

点
都
市
と
し
て
正
式
に
指
定

拠
点
都
市
法
が
成
立
し
て
以
米
の

お
よ
そ
の
経
過
は
、
上
記
の
と
お
り

で
す
。
一

次
指
定
を
受
け
た
飯
伊
地

域
で
は
、
そ
の
後
基
本
計
附
の
策
定

に
向
け
て
市
民
と
の
悠
談
合
を
聞
い

た
り
、
市
務
同
体
制
の
終
備
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。グ

抑
制
市
閑
競
争
4

が
必
至

さ
て
卜
小
地
域
で
は
、
個
々
の
市

町
村
の
長
期
構
想
や
上
旧
広
域
聞
の

ふ
る
さ
と
市
町
村
倒
計
同
な
ど
長
期

的
な
社
両
行
政
の
推
進
を
凶
る
と
と

も
に
、
地
域
的
振
興
策
と
し
て
浅
間

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域
、

テ
レ
ト
ピ
ア

地
域
の
指
定
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

一
五
、
リ
ゾ
ー
ト
の
関
連
で
は
小

児
の
尚
原
地
成
に
お
い
て
、

T
州
川

市
原
リ
ゾ
ー
ト
地
域
の
桁
定
を
受
け

る
な
ど
積
極
的
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
こ
れ
か

ら
は
平
成
九
年
に
開
通
す
る
北
内
新

幹
線
や
上
信
趨
向
動
車
道
は
、
上
小

地
域
の
存
立
幕
盤
に
大
き
な
影
山
間
刊
を

与
え
る
こ
と
は
必
歪
で
す
。
そ
し
て
、

好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、

令
問
的
な
都
市
間
競
争
に
組
み
込
ま

れ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、

↑
万
で
ト
小
地
域
は
、
向

然
環
境
や
気
候
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

全
問
的
に
み
て
ら
住
み
よ
い
暮
ら
し

ゃ
す
い
地
域
で
み
る
と
ら
詐
側
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
条
件
に
よ
リ
、

前
試
に
満
ち
、
文
化
性
に
あ
ふ
れ
た

地
域

へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
正
念
場
に

私
た
ち
の
ま
ち
L
L

削
市
は
、

k
小

地
域
の
小
核
と
し
て
北
時
新
幹
線
の

往
設
に
よ
る
祈
幹
線
上

m駅
、
南
北

白
山
通
路
、
こ
れ
を
治
問
し
た
花
来

信
越
綿
の
「
橋
上
上
町
駅
」
め
駅
機

能
強
備
が
図
ら
れ
、
同
時
に
駅
北
側

で
は
再
開
発
が
計
附
さ
れ
、
上
旧
市

の
表
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
の

実
現
が
回
折
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
南
側
で
は
、
駅
前
広
場

や
駐
車
場
の
問
り
を
広
い
都
市
計
同

道
路
が
め
ぐ
ら
さ
れ
い
る
構
想
で
や
業

が
進
め
ら
札
て
お
り
、
駅
を
中
心
と

し
た
駅
間
辺
強
陥
が
耐
的
な
広
が
り

を
ち

っ
て
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す。
中
央
二
丁
日
に
お
い
て
も
再
開
発

計
同
が
あ
り
、
中
心
市
街
地
の
名
に

恥
じ
な
い
前
気
と
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ

れ
た
ま
ち
、
打
行
'
b
A，H
め
多
く
の
人

々
が
行
き
交
う
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り

が
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
東
山
地
岐
に
は
、
リ
サ
ー

チ
バ

l
ク
内
に
県
立
職
業
訓
練
短
期

大
学
校
の
設
置
が
決
定
し
、
周
辺
施

設
を
併
せ
新
た
な
発
展
も
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

上
小
の
新
し
い
姿
を
構
想

こ
う
し
た
上
岡
市
を
都
市
的
な
核

と
し
て
、
問
辺
の
小
県
地
方
に
も
工

業
同
地
、
流
通
州
地
や
住
宅
問
地
な

ど
が
計
附
さ
れ
、
そ
の
ま
た
外
側
に

は
内
然
に
恵
ま
れ
た
盟
か
な
リ
ゾ
ー

ト
地
、
観
光
地
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
邸
状
道
路
、
放
射
状
道

路
で
結
ん
で
い
け
ば
、
開
通
す
る
お

述
交
通
と
訂
機
的
に
述
併
す
る
こ
と

に
な
り
、
将
来
的
に
は
県
内
外
か
ら

訪
れ
る
人
々
を
呼
び
込
む
こ
と
が
可

能
で
す
。

ま
た
、
地
峡
に
住
む
私
た
ち
に
と

っ
て
も
、
産
業
基
盤
充
実
の
も
と
清

潔
で
文
化
性
の
高
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
質

の
高
い
生
活
が
実
現
し
て
い
く
も
の

と
思
い
ま
す
。

ζ

め
よ
う
な
背
封
の
も
と
で
、
今

川
の
地
方
拠
点
都
市
法
は
、
方
法
と

し
て
は
現
従
す
で
に
計
問
が
存
在
し

て
い
る
事
業
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

と
忠
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
市
町
村

内
の
側
々
の
卒
業
、
特
に
什
絡
を
な

す
交
通
基
然
強
備
や
而
的
終
備
事
業

を
卜
.
小
地
域
と
し
て
附
述
付
け
、
方

向
付
け
て
い
く
な
か
で
、
析
し
い
ト

小
地
域
の
姿
を
構
想
し
、
地
占
拠
点

地
域
と
し
て
形
づ
く
っ
て
い
く

、」
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
地
域
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
悶
や
仰
が
公
共
事
業
の
京

点
配
布
や
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に
よ
り
、

支
援
を
す
る
と
い
う
‘
」
と
で
す
か
ら
、

地
域
と
し
て
も
こ
の
拠
点
法
を
有
効

に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
上
小
地
域
も
飯
伊
地
域
と

同
じ
よ
う
な
経
路
で
川
町
の
正
式
な
指

定
を

H
指
し
て
作
業
が
進
む
、
』
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

指
定
後
に
求
め
ら
れ
て
い
る
基
本

社
同
へ
は
市
民
の
符
さ
ん
の
ご
な
凡

を
対
草
し
て
、
計
同
策
定
全
体
で
あ

る
上
川
広
域
行
政
事
務
組
A
H
と
共
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
終
わ
り
)

[6] 広報うえだ5.3.16 



| 平成5年4月から市役所は l 

国の行政機関は、平成4年 5月から、また県でも

同年8月からすべての土llii_l日を閉庁しています。

市も国および県にならい、平成 5年4月からすべ

ての土曜日を閉庁することになりました。

閉庁にあたっては、平自の昼休みの窓口業務およ

び緊急時における業務体制の悠備など、行政サービ

スが低下しないよう努めますので、ご理解とご協力

をお願いします。

園保育園、図書館などは今までどおりて'す。

市役所や支所などは、土lIï~閉庁になりますが、業

務や施設の性質から、保育悶や図書館などの地設は

今までどおり土曜日でも業務を行います。

自画死亡届などは当直で受け付けます。

死亡届、出生届、婚姻届など喝の受付は、日 11握日や

祝日と同様に市役所の当直で行います。

※詳しくは、利用さ札る施設または市役所総務課(宮

⑫4100)へお問い合わせください。

市税等の納付は

便利で確実な|口座振替|を
ご利用ください/

協同盟関諮問
~ l('/1lJ1JWf/ 上 ・下水道料金のみ)

t初防※3月中岬し込仁と、 5年度第 l期分から

w・μ"lffl{j' 口座振替になります。

{ア] 広帯ラjf:e5.3. 16 

-4月から毎土曜日が休みとなる施設

市役所本庁舎荷庁舎函庁舎水道局銭殿支所唱え悶支所J11i!9支所
f~回全也区有線放送所点字図書館下水浄化センゴPー 第一・第二学校
給食センター

-今までどおり第2土曜日が休みの施設

|教育施設1'1、学校中学校 | 

・含までどおり土曜日も開館する施設

福祉事禦センタ一 本自染問 事霊感望書 高齢者千冨祉セン

得祉施設
?ー デイ ・サービスセン?一川商社会福祉センタ

一乳児院母子寮児童E館児j!セン歩一復関母

子健康センタ一 保育園産院解放会館

市民会館勤労者側センター 働〈婦人の家勤労 |

青少年ホーム共同福祉施設公園管復事務所転作
文化 ni設 促進研修センター 農村環境改善セン歩一 勤労青年 |

体育施設
学 校 公 民 録 文 化 会 館 図 書 館 博 物 館 信 濃 信分

寺資料館 f言;援国会王寺跡史跡公邸管1!事務所 山本見書

記念館市民体育館等各体育施設

その他の施設 清掃務務所浄水管渡セン?ー

献血にζ協力を/

3月29日⑧

t>午前10時~正午

(上回合同斤舎)

t>午後 l 時30介-3時30~

(イトーヨーカドー上回庖)

・上回保健所環境衛生諜

(公@1260内線2152)



お知らせア・弓・カルト

退
職
の
か
た

就
職
• 

|玉1
4 早 A

iぺ、

の
Y亘i

毎
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
就
職
・

退
職
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、

国
保
(
国
民
健
康
保
険
)
も
加
入
や
脱
還

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、

就
職
者
・
退
職
者
の
国
保
加
入
と
脱
退
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

国
民
皆
保
険
と
強
制
適
用

国
民
は
、
い
ず
れ
か
の
医
療
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

(国
民
皆
保

険
)。こ

の
た
め
、
健
康
保
険
、
共
済
組
合
な

ど
他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人

に
は
、
本
人
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
国
保

が
適
用
さ
れ
ま
す

(国
保
の
強
制
適
用
)

の
で
、
た
と
え
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か

っ

て
い
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
国
保
に

け
出
を

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

上
岡
市
が
負
担
す
る
医
療
費
を
確
保
す

る
た
め
、
国
保
加
入
金
世
帯
に
国
保
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

突
然
の
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
に
安
心
し

て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
、
み
ん

な
で
国
保
税
を
負
担
し
て
い
ま
す
の
で
、

滞
納
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

世
帯
主
が
届
け
出
と
納
税

国
保
の
加
入

・
脱
退
は
、
世
帯
主
(
家

族
で
も
よ
い

)
が
、
十
四
日
以
内
に
必
ず

届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
保
税
は
世
帯
主
に
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な

国保年金課

合⑫ 4100
内線1362・1367

り
ま
す
。
例
え
ば
、
世
帯
主
が
国
保
に
加

入
し
て
い
な
く
て
も
、
子
供
が
国
保
に
加

入
し
て
い
る
と
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

国
保
税
額
は
ど
の
よ
う
に

国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
方
法
は
、

①
所
得
割

(前
年
分
の
所
得
額
に
よ
り
算

出
)

②
資
産
割
(
当
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額

に
よ
り
算
出
)

③
均
等
割
二

人
当
た
り
一
万
五
百
円
)

④
平
等
割
(一

世
帯
当
た
り
一
万

一
千
円
)

以
上
を
合
計
し
た
額
が
国
保
税
額
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
平
成
四
年
度
の
最
高
限

度
額
は
四
十
六
万
円
で
す
。

霊安

[8] 広報うえだ5.3.16 

手続きは早めに



お知らせア・弓・かしト

.加入・脱退の手続き.
は、14日以内に/ ' 

国
保
加
入
者
が
就
職
し
た
場
合

勤
め
先
な
ど
で
は
、

留
保
脱
退
の
届
け
出

を
し
ま
せ
ん

届
け
出

家
族
全
員
が
国
保
か

ら
脱
退

(
保
険
"
は
返
還
)

届
け
出

健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
た
人
の
み
図
像

か
ら
脱
退

ヘ図
像
脱
退
者
を
除
J

J

い
た
保
険
証
交
付
」

健
康
保
険
加
入
者
な

εが

退
職
し
た
場
合

健
康
保
険
な
ど
の
任
意
継
続
(
最

高

2
年
間
)
退
職
時
に
勤
め
先

へ
申
し
出
て
く
だ
8
ぃ
。

自
己
負
担
・
・
本
人
|
割
、
曲
家
族

3
劉
(
入
院
2
劉
)

{
任
意
継
続
が
終
了
し
た
と
き
)

/
M
F

腐
け
出

関
係
に
加
入

" 
病気の「予防」から「健康治進」へ

成人病予防に
人間ト'ックを

国保の届け出 (14日以内に届け出ること)

そ の 他 図像を 1見i!l! 関 i畢に加入

す他修 なき i呆 ど往 当選 死 へし健 す他 と子 やた健康 入他 属 こ
るの学 つ、険 が所 し職 亡 動 t:Iift るの きど めと しσ〉 ん
と市の た汚鉦 l?t.; た者 し めと{呆 と市 b たと きf1呆責 たmけな
き区た とれを

ゎつ空主山
と医 た たき険 き区 が と区 と

町め きてな き龍犠。と と〈な 町 生 き会など き村町 出き
村子 イ聾 〈 た き き会ど 村 ま ";tな土をt二ど えし とE毛 ff V 宇な土加に

，、、 れ 力、 をは
下も なた 書名 車ま た どや 勺
干言力〈 くと t .. 該 ど入 出 をめ 車主

在EP な甥た印 EIl EIl Ep liE自主取印 EP 
鑑印 F保実喪失S印監 印

学ili とす係iIi 銭 鐙 it E{皐聖得鎗 鐙 魯(鐙
主i[. )る険 ・ 2正 ・ 証言iI. f寺
明国 も証使 国 f手 国 険明率土 国

f図呆
-明事土 f呆

書保 (J)・ぇ 保 金 i呆 な・会 保
年金{寄F会保貴 保の

ち
(J) (身な 。〉 笹 の ど ・保F貴 1]) 1]) 

保 免分〈 保 • t集 の国 保 {呆
，}読E像図の資絡 険言)正

物
険 Zキをな F貴 F誌貴 i呆係資格 F貴

険iiI Z正 佐官正つ 誌 険と liE 

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
/

マ
対
象

二一
十
五
歳
以
上
の
市
民
て
凶

保
加
人
折
、
ま
た
は
国
保
加
入
衿
以
外
で

ら
助
成
制
度
か
な
い
人
や
、
在
記
の
補
助

傾
よ
り
低
矧
の
人
マ
補
助
額

⑦
一

泊

一一
日
ド
ッ
ク

1
一
万
五
千
川
②
半
U
ド
ッ

ク

1
七
千
五
.h円
マ

申
請
に
必
要
な
も

の

①
険
古
賀
川

領
収
品
川
口
②
保
険
証

③
印
鑑
@
日
向
昏

り
の
わ
か
る
も
の

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
謀
、

保
健
予
防
諜
ま
で

H，i、現在};f寺ちのカ、1このみ設当します

稲談は図像年金諜へ

16 広報うえだ5.3.[91 



圃
『
ス
パ
イ
ワ
9
イ
や
』

圃
使
用
砂
金
面
禁
止
に

上
回
市
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

が
平
成
三
年
四
月
か
ら
使
用
禁
止
と

な
り
、
同
四
年
四
月
か
ら
違
反
し
た

人
に
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
と
、
刑

罰
も
科
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今

年
四
月
一
日
か
ら
は
、

大
型
車
も
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
が
禁
止
と
な
り
、

罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
で
特

別
車
両
以
外
す
べ
て
の
自
動
車
は
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
こ
ん
な
に
減
り
ま
し
た

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
・
道
路
粉
じ
ん

-高速~通課(内線1

北陸新幹線五里ケ峯トンネルの工事は、現在約600m地点まで

掘削されています。このだび下記により見学会を行います。今

後、 工事ガ最盛期になると見学できなくなりますので、関ゅの

あるかだは最後のチャンスです。どうぞご参加ください。[>

とき 3月28日間午前10時~午後2時 [>ところ 北陸新鉾線

五里ゲ峯トンネル〈上塩尻=下図=) [>注意事項 ①服装は

作業服のようなもので、長靴、軍手、ヘルメット〈バイク用で

も可〉を着用②小学 | 人 E ‘

間以下|繰諮問 |せぱンネル見学会案内号/'."
I -~入\ 駐崎 /シ九伊i半 [>その他章は | イよ¥ー一一 首玄/シ/少

できる定け乗り合わ | さ苧家宅 念、、~ィテ
II_IJ:P峰リ 、 理lI;-. 、， / ず

せてご来場ください |があり!ま咋土笠1ペヲ//:(，. 

(駐車場は上田パイ |す。

パス入り口です〉

軍小結

グ
ラ
フ
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
今

年
二
月
の
調
査
結
果
は
、
降
下
ば
い

じ
ん
量
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装
着
率

と
も
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
比
べ
る

と
格
段
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
生
活
環
境
課
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
ピ
ン
抜
き
機
を
お
貸
し
し
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
諜

(内

線

1
3
8
9
)

}

降

下

ば

い
じ
ん
置

凋

0

0

0

0

0

0

0

0

四

日
U

7，
白
v
p
h
u
d
q
η
J
9
u
e
i
n
U

M
 

2月期における

スパイクタイヤ装着率と
降下ばいじん量の推移

、、、、
』

国適時骨

Zパイク7イヤ装漕寧

(%J 

80 
:dO 
イ60
7 

~ 50 
;40 
華30
20 
10 

0 翼 62ω~I

圃
苗
木
を
ブ
レ
也
、
ν
ト

園
緑
め
祭
り
・
頒
布
会

四
月

・
五
月
は
織
化
推
進
特
別
強

調
月
問
。
市
で
は
四
月
十
日

ω・
十

一
日
附
に
「
緑
の
祭
り
」
を
開
催
、

苗
木
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
行

い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
別
に
苗
木
の
無
償
配
布

も
行
い
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も
、
緑

化
水

・
緑
化
用
品
な
ど
の
即
売
会
を

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

マ
問
い
合
わ
せ

農
林
課

(内
線
1

4
5
7
)
 

緑の祭り・緑化木頒布会

卜¥ とき とこ ろ

総 4 月 10 日 (f~ 上自城跡公聞西日
の ('rn営1)](場t長

4月11日(11) 人口j1i:< ) 

総
4月17日w巡回支所磁 !QII

1ヒ
4月188U11 革主 ll{ 主軸

木
~i 

4月24日(1:) 川西公民館
布
42完3、

4 J'l25B(II) t聖fが丘公民館

.4 

圃
勤
労
青
少
年
ホ
l
h

・4月
開
講
め
講
座
ヘ

マ
対
象

市
内
に
住
む
か
、
市
内

事
業
所
に
勤
務
す
る
こ
十
九
歳
ま
で

の
人

マ
申
し
込
み

三
月
二
十
九

日
聞
か
ら
四
月
八
日
附
ま
で
に
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

(
消
防
本
部
前

・
8

⑫
7
1
1
7
)
へ
受
講
料
を
添
え
て

ど
う
ぞ
。
屯
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

時
間
は
午
後
零
時
三
十
分
i
九
時

マ
受
講
料

二
千
六
十
円

(
ほ
か
に

材
料
費
な
ど
が
必
要
で
す
)

.3 .2 

勤労青少年ホーム 4月開講講座

鯛座名 噂日 期間 回数 定員

茶 道{裏千 *J 月
4/12- 20回 13人9月中旬

生け花{草月潟) 月
4/12- 20[国 18人
9月中旬

生け花{草月流} 火
4/13- 20[罰 18人
9月中旬

生け花(古流犠獄流} 本
4/14-

201ii1 同人
9月中旬

生け干w也 坊} 木
4/15- 20回 同人9月中旬

!当時間は各会場、午前9時・午後i時※時間は、 いずれも午後6時30~8時30分

新
年
金
額
が

年
金
額
は
、
そ
の
実
質
価
値
を
維

持
す
る
た
め
、
消
費
者
物
価
ガ
上
昇

し
た
割
合
芝
け
引
き
ι
ム
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成
五
年
度
の
年
金
額
ガ
、
平
成

四
年
の
年
平
均
消
費
者
物
価
指
数
上

昇
率
の
対
前
年
比
ガ

一・

六
許
巳
確

定
し
芝
こ
と
に
伴
い
、
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
新
年
金

額
で
の
受
払
い
は
、
六
月
期
(
四
j

五
月
分
〉
か
ら
の
予
定
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
〈
内

線
々
1
3
6
5
・
A1
3
6
6
)

(単位円)

年金の稼業主
平成4年度 平成 5 年 度

年金額(王手領) 年金額(年額) {月額)

老働基礎年金 725，300 737，300 61 ， 4~2 

障害基礎年金

( 1級) 906，600 921，600 76，800 

( 2級) 725，300 737，300 61 ， 4~2 

遺族基礎年金

(子 1人) 934，400 949，800 79，150 

(基本 725.300 (基本問。。
加算 209，100 加算 212.500

年金額比較表

[10] |発生件数 118件(+2) I死者数 日人 (-5)I賃蕩者数 157人(+3)I 
( )は前年比

上田市の変通事故発生状況
( 2月末)



4月の相談 圃・・・‘

自主納付aわた、口座振替が便利7す I

圃
忘
れ
ず
に
受
け
よ
う

圃
犬
め
登
録
・
予
防
注
射

平
成
五
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
四
月
五
日
閃
か
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二
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三
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憎
ま
で
行
い
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。
自
治
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じ
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配
布
し
た
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程
表
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よ

り
、
最
寄
り
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飼
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マ
持
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(記
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印
)
マ
そ
の
他

在
犬

病
予
防
法
に
よ
り
犬
の
飼
い
主
は
、

9期

納期限は3月31日です

今月の納税

国民健康保険税

年

一
回
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
毎
年
三
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に
行
う
「
ペ
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ト
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霊
祭
」
は
、
事
情
に
よ
り
九
月
に

な
り
ま
し
た
。
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8
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犬の登録・注射料金

項目 金額

登録 手数料
円

2，100 

狂犬病予防

注射演察交付 480 
手 数 事十

狂犬病予防
2，340 

注 射料金

よle料金に係
70 

る i高責税

AEe3 h 計 4，990 

相 談 名 日 時 会場など

4月9日(翁

法 律 相 談 13: 30-15 : 30 市 生活環成課

(予約指11) 4月23日(剣 役 (内線1389)

13: 30-15: 30 所

人権・ 悩みごと相談
4月8日t村

⑫ E 13 : 00 -16 : 00 生活 m境課

4月8臼(1:) 4 (南庁舎3階)
土地建物相談 l 

13 : 00 -16 : 00 。
4月1日制

。
農業委員会

農 地 問題 相談
8 : 30-17 : 00 (本庁令21槍)

イ丁 政 相 談
4月12日開

西 武 デ バー ト
10 : 00 -15 : 00 

心配ごと相談
4~正i~!火 IIld 8 

10 : 00-15 : 00 社会栢祉協議会

法 律 相 談
4月17日ω E ⑫ 2025 

10: 00-正午

i去 律 相 副首;az 4月21日制

(予約制) 13 : 30-15 : 00 上回商工会議所

保険年 金 相談
毎週月~金略目 宮 ⑫ 4500

9 : 00-16 : 00 

市 民 キB 談 毎週月~土n1~ 日 (午前) 生活環境線

消 費 生活 相談 9 : 00-16 : 00 市 (衛庁舎 3階)

児 重 相 談
毎週月~金眼 目

i笠
児童保育課

9 : 00-16 : 00 E ⑫ 2000 

毎週月~金眼目 内? 児童保育 課
母 子 栂 談

9 : 00-16 : 00 (内線1636)

毎週月~土曜日 東部保育問

子 育 て 相談 8 : 30-19 : 30 {保育センタ ー

(土眼目は12:30) E ⑮ 3096 
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み
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仕
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地
域
に
貢
献
し
た
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員
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し
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ま
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ん
か
。

マ
対
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市
内
に
住
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お
お
む

ね
六
十
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以
上
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健
康
で
働
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の
あ
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住宅整備に
補助制度が

平成 5年度の夏以降、重度の視覚 ・肢体の

障害者(1 -2級の身体隊害者手帳所持者)

の日常生活機能向上のため、住宅(浴室・便

所・居室など)の整備・改馨する場合、補助

制度が適用となることがあります。

1>繍助内容工事貨の 4介の 3 (最高75万

円)以内。所得制限あり 1>申し込み 4月

17日仕)までに厚生諜(内線1603) までご相談

ください。

重蓮昌~"fiヨ藍Eヨla

「事業所名鑑」頒布します23??路管鮮明昨ず言語鯨ZSF布川
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一時保育保育料
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-森田喬之丸 、;
(6か月・丸抱田T) ~ 

r下の歯力、生えはしめて

きて、いろいろ食べられる

ように。寝かえりをよくし

ます」と母の小百合8ん。

保健
保健予防課 (内線 1374)

.4月の乳幼児健康診査

t>受付時間 いずれも午後 111寺-2s，f t>持ち物

母子健牒手帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳 6か月児)0 1歳6かH児は、赤ちゃん手l慌の中

にある健康診査謀に記入してお持ちくたき L、。3蔵児

の健康診査票は 様式が変わりま した。また、侃聴党

検査のア ンケート b}JUわリましたので附紙をおよ返りし

ます。ご記入のうえ健康診査におwかけ ください

保健センター (市役所南斤舎 2階)

健 日"盆~・ 実施日 生年 月 日

4 力、 月
4月6臼 4. 11. 16-11. 30 

4月22臼 4. 12. 1-12. 15 

10 台、 月
4月2臼 4. 5. 16- 5. 31 

4月28日・ 4. 6. }- 6. 15 

1 R~ 6か月
4 Ji 14 B 3. 9. 16- 9. 30 

4月21日 3. 10. 1-10. 15 

3 歳
4月16日 2. 3. 1-3. 15 

4月26B 2. 3. 16-3. 31 

塩田母子健康センター (塩田地区)

4 か月 I. ~ __ _ '4. 11. 16-12. 15 
I 4月27B 

10 か月 I...""， .... I 4. 5.16-6.15 

3 歳 I4月7日 I2. 2. 1 - 3. 31 

川西社会福祉センター ()11西地区)

4 か月 I I 4. 11. 16-12. 15 

10 か月 I4月13日 1 4. 5. 16-6. 15 

1歳 6か月 I I 3. 9. 16-10. 15 

小児まひ予防

・ポリオ生ワクチンの投与

t>対象者 平成4年 7月1Bから問12月31日までに

生まれた幼児 (4歳未満て'今まで1閏も受けていない

か、または 1固だけ交けた人も含みます) t>投与方

法 6 週間以上の間隔をお~，て 、 0 .0511必ずつ 2 回投与・
t>接種時間 各会場とも午後 1時30分-2時30分

t>持ち物 母子健康手|帳、問診票(赤ちゃん手i阪の中

にあリますが、会場にむ朋ft) t> 注意事項 ①旅ち

ゃん手帳の中の予防按故前後の注意事項をよくご覧く

ださ~ ，。②三秘混合娘極後は 2 週間、麻しん ・ MMR
接種後は 1か月間、ポリオの投与カ:受けられません。

ポリオ(小児まひ)予防接種目程表(春期)

会場名 軍1まサ 象 金也 区

東部 {絡入 ・ }込町 ・ J'.常 F日 ・ 中 ，.:;~.凶 ・ f

4 5 'lï~ [[I . ~t'i;\"FR • H ~R汀・ "l;~' 人 l

保健センター 西部 ，I、制IhlllTI. 鎌 J);': ・ l質!協 ・ ~rr町 ・ ~n(
月 月 .IMiI¥. 'I，X京 ・ 'iiç~空間J . 緑カ・丘 ・ 新

9 26 Ijl_ . 総か丘北総カ Ií:~]:j .城北)

川辺町会館日 自 }11辺 ・泉国

起鉛 t水J
神川地区公民鎗 神 }II 

南部 {持J犬神町・泉'1'・北米許111日r.松!己

Il1T . ~~II主町 ・ 本町 ・ 米!ぶ町 ・ 大下

町)

4 5 中央 11制II. i1i凶j'IITJ• IJl¥UJT . ;袋町 ・馬場

保健センター
月

町T.凶l町・ JL!!li町 ・本l町・北大手}

月 1ヒ宮sl.l二川J以仰町T.f 111 fJl~柳田r. 愛宕IBT'
13 27 上3船内11fT.鍛治|町・ 上I;j111 .下防

日
111・柳田T'相r1:1:1 .山11・上半u民間')

日温尻 1秋制l・上i孟IJL.ド}孟!え)

上妻子が丘公民館
{刈 tオ司

神科・鐙殿

三好町会館 年主 下

湿田母子 4 5 iji 国
健康センタ ー

川商社会得祉 14 28 

センター 刷 信悩 }II 西

※1回目 と2回目の間隔は、6週間以上あけてください。

-三種混合予防接種(予備日)

t>対象 |期=今年の 1-3月のうち、2回しか受

けていない幼児 2期=1期終7後、 12か月を経過し

た幼児 (ただし 5歳半未満) t>接種時間 午後 l時

30分-2時30分 bその他 駐単場が砂川、ため、I!Iで

のご来場はなるべくごi主砲 ください。

三種混合予防接種目程表(予備日)

保健センタ-

4南I十台2断)

南部 ・北部 ・菌剤;・堀川

!~I: liI ・ 1I1~

広密ラ左足~5. 3. 16 [12] 
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